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「宮古・下閉伊地方原木しいたけ生産推進協議会」設立 
 

１ 設立の経緯 

 昭和56年から平成22年まで宮古・岩泉管内

（以下「管内」という）では、乾しいたけ生産

技術の研鑽を通じ、生産量の拡大、品質向上及

び生産者の意欲向上を図ることを目的として

「宮古・下閉伊地方乾しいたけ品評会（以下「品

評会」という）」を開催してきましたが、平成

23 年以降は東日本大震災津波とそれに伴う原

発事故の影響により開催を見合わせていると

ころです。 

しかし、震災から５年余りが経過し、山田町

の一部出荷制限解除が進んでいること、風評被

害等で一時価格が低迷していた乾しいたけの

市況に回復の兆しが見えてきていることなど

から、平成28 年 2月から品評会の再開につい

て関係者間で協議を重ねてきました。 

品評会の再開を協議する中で、関係者から

「品評会の運営だけに止まらず、原木しいたけ

生産に関する課題の解決等を行う新たな組織

を設立し、原木しいたけ生産振興をより強力に

進めてはどうか」との提案がありました。 

 そこで、「宮古・下閉伊地方原木しいたけ生

産推進協議会（以下、「協議会」という）」を右

表の構成員により設立することとなりました。 

２ 協議会設立総会の開催 

台風 10 号による災害対応等で開催が当初予

定より１か月遅れましたが、11月21日に設立

総会を開催し、無事設立に至りました。 

３ 今後の活動 

 今後は、協議会の目的を達成するため、 

①宮古・下閉伊地方乾しいたけ品評会の開催 

②生産者の技術向上に向けた研修会の開催 

③原木需給調整や後継者・新規参入者の確保・

育成 

④地域ブランドの再確立に向け、首都圏等での

販路開拓 

等に取り組んでいきます。 

 

      

宮古・下閉伊地方原木しいたけ生産推進協議会会員 

宮古市 

山田町 

岩泉町 

田野畑村 

新岩手農業協同組合 

宮古地方森林組合 

岩泉町森林組合 

田野畑村森林組合 

宮古市しいたけ主産地化推進協議会 

山田町椎茸産業推進協議会 

岩泉町しいたけ生産推進協議会 

田野畑村しいたけ生産振興協議会 

沿岸広域振興局 

宮
古
・
下
閉
伊
地
方
し
い
た
け
マ
ス
コ
ッ
ト 

「
お
茸 た

け

ち
ゃ
ん
」 


